
連載

「認知症ケアのコミュニケーション」
を具体的に学ぼう!!
　認知症の人（主にアルツハイマー型）には，多少の
個人差はありますが，アルツハイマー病などによる記
憶力，理解力，話し方や言語の能力，社会生活能力の
低下が見られます。そのため，効果的にコミュニケー
ションを行う能力が，予想される経過をたどって低下
していくことが多くなります。
　認知症の人は，その不安や戸惑いが呼び起こす思い
を相手に伝える時，メッセージを言葉で伝えることが
困難になりがちです。その結果，かかわる人には，認
知症の人のさまざまな行動に込められたメッセージが
読み取りにくくなり，認知症の人が訳もなく混乱して
いるように見えるのです。
　また，加齢による難聴などの身体的変化，家族，友
人，活力の喪失など，心理的・社会的・環境的な変化
によるコミュニケーション障害も起こりやすいと言わ
れています。
　そこで，私たち訪問介護に携わる者がより良い認知
症ケアを提供するためには，認知症の人のコミュニ
ケーション能力の喪失や変化だけに注目するのではな
く，保持されている能力は何かを知り，いかにそれを
最大限に活用していくかを考えることがとても重要に
なります。
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第２回

〈理解を深めるポイント〉

・認知症の人のコミュニケーション能力の活用
・認知症の人の無力感の減少・生活の個性化
・介護者と認知症の人との絆が深まる

認知症の人のコミュニケーション能力の
変化と特徴を知る
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具体的なコミュニケーション 
能力の変化
　認知症の利用者をケアする私たちは，病気の
進行過程，コミュニケーション能力の低下，そ
れによって生じることが多い心理・行動の変化
とその対応の仕方を学ばねばなりません。それ
ぞれの人の生き方を尊重し，人生に寄り添い，
支援する「ケア」が大切です。
　特に，アルツハイマー型認知症の人の症状変
化には，コミュニケーション能力の変化と関連
してくるものが多く見られます。
　次に，それぞれの程度におけるコミュニケー
ション能力の特徴をまとめます。

●軽度認知症
・ 会話文の作成能力は比較的完全であるが，10
年前のことが今日の出来事のように聞こえる
（「いつ・どこで・誰と・何をしたか」の「い
つ」の部分が不明確になりやすい）。

・ちょっとしたヒントで思い出すことがある。
・ 文字を読むことはできるが，書けない字がだ
んだん多くなる（書きとめることが困難に
なってくる）。

●中度認知症
・ 理論的な長い文章によるコミュニケーション
よりも，単純な文や単語を並べたような非言
語的なコミュニケーションが多くなってくる
（短い単語は比較的理解できる）。
・ 話題の一貫性がなくなりやすく，「アレ」「コ
レ」「ソレ」などの代名詞を多用しやすい（代
名詞の指すものについて共通理解が必要）。
・ 適切な言葉が選べなくなる（みかんとりんご
を言い間違う）。

・ 習慣や幼少のころのことは覚えており適切な
言語表現や行動が可能なことが多い。

●重度認知症
・ 過去のことを思い出そうとすることを忘れて
しまう。

・ 語
ご
彙
い
がますます限られて，発語も難しくなる。

・ 非言語のメッセージを発したり，理解したり
することは最終段階まで可能であることが多
い（体に触れると反応できることが多い）。

　認知症のある利用者とかかわる時，「認知症
の人は，みんな同じようにコミュニケーション
能力の障害がある」と思っていませんか？　コ
ミュニケーション能力の特徴を生かしたケアを
提供できていますか？
　次に，ＡヘルパーとＢさんのかかわりを例
に，次の２つのケースを見ながらコミュニケー
ションのポイントを考えてみましょう。
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では，お風呂に入り
ましょうか

ＡヘルパーとＢさんのケース《失敗編》

ご気分は
いかがですか？

いいよ
お薬は飲まれ
ましたか？ 飲んだよ

朝ごはんは
食べられ
ましたか？

どうして入らなければ
いけないんだ！！

食べたよ

ＡヘルパーとＢさんのケース《成功編》 朝はおにぎりを
食べられましたか？

フラフラ
しませんか？

大丈夫だよ！

食べたよ！
おいしかったよ！！

そうだね，昔から
そうしてるんだ！

ごはんの後は
お風呂
でしたね

ぬるめが
気持ちいいですね！

最初はぬるめで
入って，出る時に
追い炊きするのが
一番さ！　
極楽，極楽！！　

72 訪問介護サービス　volume.6 number .5



どこが違うのでしょうか？ 
詳しく見ていきましょう。

ＡヘルパーとＢさんのケース《失敗編》

ご気分はいかがですか？

これだけでは，何を知りたいのか分かりま

せん。

いいよ

習慣（決まり文句）で，何も考えずに答え

ている可能性があります。

朝ごはんは食べられましたか？

前文の会話同様，何のために確認が必要と

考えているのか分かりません。

食べたよ

いつ，何を，どれくらい摂取したかが不明

です。

お薬は飲まれましたか？

何の薬の話なのかなどが分からず，前文の

会話同様，何のために確認が必要と考えて

いるのかが見えません。

飲んだよ

いつ，何を，どれくらい飲んだのかが不明

です。このような会話では，この返事が精

いっぱいです。

では，お風呂に入りましょうか

Ａヘルパーは食事・服薬・体調を確認し，

入浴可能と判断したのでしょうが，会話が

唐突です。

 どうして入らなければ 

いけないんだ！！

矢継ぎ早の質問の後であ

り，お風呂を強制された

ように感じてしまった可

能性があります。

ＡヘルパーとＢさんのケース《成功編》

フラフラしませんか？

Ｂさんの手を握り笑顔で話し掛けることで，

信頼と安心のメッセージを送りながら，熱

がないか，むくみがないかなど，今日の様

子を観察しています。

大丈夫だよ！

信頼が伝わり，Ａヘルパーに安心して今の

落ち着いた状態を伝えています。

 朝はおにぎりを 

食べられましたか？

食べたであろう好物の

名前を具体的にはっき

りと伝えて，思い出す

ヒントになるようにし

ます。

食べたよ！　おいしかったよ！！

心地良い会話を交わすことで，ますます信

頼関係を強固にしていくことができます。

ごはんの後はお風呂でしたね

嗜好を知るなじみの関係であることを伝え

ると共に，この後の行動を，Ｂさんの習慣

と言葉でＢさんに分かる表現を使って伝え
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ます。さらに，サービスの中身を明確に具

体的な言葉で表現して，理解を促進してい

ます。

そうだね，昔からそうしてるんだ！

今からの行動（訪問介護の目的）を理解し

た安心感と信頼感から，時間の共有（サー

ビスの提供）を承認し，協働（共にする入

浴）のきっかけになってます。

ぬるめが気持ちいいですね！

Ｂさんの嗜好を尊重していることを伝える

と共に，Ｂさんの得意な話題づくりを提供

しています。

 最初はぬるめで入って，出る時に

追い炊きするのが一番さ！　極楽，

極楽！！

楽しそうに会話が弾み，気持ちがどんどん

入浴に向いていくのが分かります。

　実際の事例を見ていかがでしたか？
　職場でこの事例を題材に話し合ったり，実際
の利用者とのやり取りを想定してロールプレイ
をしたりしてみてはいかがでしょうか。
　認知症の利用者の理解を深め，その人らしさを
支援するケアに役立てていただければ幸いです。

参考文献
１）日本認知症ケア学会編著：認知症ケアの実際Ⅰ　総論，
ワールドプランニング，2004.
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